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∫1. 本誌 は､物性 物 理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した
情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編集 ･
刊行 され ます｡掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究会 ･国際会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､
情報 な どです｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は ､ー原 則 と して審査 は行 ない
ませ ん｡ イ旦し､編 集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 し く不適 当 と
認 め た もの につ いて は､改訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲 載論文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る ときは､著者 の承
諾 を得 た上 で ･privatecommunication扱 いに して下 さい.
投稿規定
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため原稿 は魅 力簡潔 にお書 き下 さ
い｡
2･ 原稿 は400字 詰 原稿 用言時を使 用 して下 さい0
3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ
い○
上 ツ キ､下 ツキは特 に紛 わ しい もののみ を手旨走 して下 さい｡
英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ ない よ うに､O とa
と0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､1 (ェ ル)と 1(イチ)､X と×
(カケル)､u とV等 が一 番 間違 いや す い｡
4. 数 式 は 3行 にわ たって大 き く書 いて下 さい｡
5. 1行 以 内 にお さ ま らない可能 性 の あ る長 い数式等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目を赤 で才旨定 して下 さい｡
6. 図 の縮 尺 ､拡大 は致 しませ ん｡ - 頁以 内 に入 らない図 は原 則
として著者 に返送 し､書 き改 め て い ただ きます｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ さけ るよ うに して下 さい｡
8. 別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要 部 数 を10部 単位 で申込
んで下 さい｡ 別紙代 は下記 方式 に よ り､ 現金 で納 入 して い ただ
き ます｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡
p :物 研 出 来 上 り頁 数
Ⅹ :別刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金 1円
b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円
別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ 十送 料
別刷代 金･は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ月以 内 に納 め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い0
9, 原 稿 締 切 日は毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発行 誌 に掲 載 され ます
ます｡
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場 所 御 車 会 館
文部省共済組合京都宿泊所
京都市上京区楓車道清和院口上ル
顛 日 9月 16EL - 18日 (2泊 5日)
定 員 約 50名 -(外人を含む)
招待予定 R.Balian, S.F.Edwards, P.Dean,
外人学者 E.W.Montroll, A.J.Rubin, W.M.Visscher
参加費 (食事代及び宿泊費 を含む) 約 2,0:00円




世話人 北大 掘 淳 一 東敦夫 戸 田 盛 和






1. 専門分野 物性理論 または原子核理論
2. 公募締切 昭和 45年 10月15日
5. 提出専類 履歴書,論文 リス ト.主要論文別刷
4. 専類送 り先
東京都 目黒区駒場 5丁 目8-1
･ 東京大学教養学部物理学教室1.I





conferenceを終え,Londonや って来ました. Blandinに 牧pari芦
に▲くるのはあとの方が長い"と言われては,革命の様子をみ たいか ら今行き ･




に印象にのこったことか ら atrando皿に導いていきます と ,
① Q-ree血sFun､ctionmethod
zittarzが decoupled equati｡nを完全にとい草というの厄 prep-
rinもをもらって知ってお りましたが,そのあともい くつか計算 していて,
たとえば S:1-0cal spin, SG:condlユCもion electronの totaf
spinで ● 1
eiml< 曇●望C> = -I(S+ ち)
T-O 1
なのだそうですo S- T のとき,T- Dで singleもだとすれば,これは
2
らなければな らない量ですが,これ七はいわば cahcellのしす言.二Il-
すぎで singletにはな りません0 -万 T -matrixの方は 七(W) (:T一
j matrixの spin-flipのない部分)が
eim も(a-0) -→ Unitarity Limit
T-0







海 外 通 信
suhl も changemindLたことで,今度ははっきり Ground sもateは
singleもだ ろうと言っていましたo Suhl自身の計算がやは り T- 0で
uniもarity Limitになるのですか らこれは何ともしようのないことです｡
Andersonは 廿G･eneralitieo onThe singletrJrOund state"と
題 して,内容は t難かしい,尊かしい"という話をしましたo non-mag-
netic imptlrityでは,内部構造が全 くないのだか ら,外側から elec一
七ronがぶつかった時に,おこり得 るのはせいぜい impur土tyの付近で
electron-hole pairを exciteす ること位だ,そうすると e-h
pairの staもedensityか ら考 えて つL matrixの energy depen-
denCeは
T(e) - T(0) - a82
としかなり得ないように思われ る 0 -万 S-d の時は低温では single七
守,しかも非常に singlarな dependenceが出る｡ これを理解するのに
5つの可能性があり,それは




(3) non一mag. impurityで も実は普通の perもurbationa-1なとり
あっかいはいけない｡
の三つだという話でした｡









海 外 通 信
したo AndersonmodelカIhら出発す るのですが,＼para竺eteiをへ らす
ため U-- として., Edをかえます｡ vsd=0 とすれば, grourd
stateは Ed> EFでは non-mag,Ed< 宜Fでは mag.ですが,＼
Ed< EFで も, iTnPurity levelに electrPn_が入 っていない non
一皿agか ら出発しても Vsdを入れていった方が･,mag.から出発す るよ
り evergyが低 くな り,それは Ed=nJTFでq)non-mag とスムーズに
つなが るだろうというのですo Eaがずっと低い所にあるときは Yqsida瓜′
理論 と.全 く同 じになるはずですが,idea､はそれを もっと単純な non-mag
とつなげ ようというのです｡
@ spin fluctua.Lion
suhlの ideaは non-mag,mag といっても i血puriLtyの問題で は
その間に- ツキジ境界のある定華 的な差嫁ないのであ.って, loci spin
fluc叫ati｡nの大小にすぎないというのですo それで, intera-ct土ng
electron+Limlpurity potentialか ら出発して ,いろいろ簡単化,
近似をした上で numerical calculationをや って T→0で reslsもー
ivity- Unitary,Ⅹ-う st (S土mgle七′)が出を ということで した｡
1
近似は uniformのときの伊豆山さんのに似ているのですが,何 しろ
numerical Gal.culationでは何が何や らまだ よくわか りませんoLか
し,面白いことではあるように思われました ｡
似た ようなtとはほかに,Ledererが Pd + Ed の問題に関連 してや
ってお り.,zuclcerman らのもあ りましたが ,後者は正直な ところよくわ
か りません｡
実験の話 もいろいろありましたが,またあとで専きます｡
Lc)ndon､に て 長 岡 洋 介
-545-
ニ ユ- ス
◎ 人 の う ご き
芳 田 重 民､ (物性研)
6月上旬スイスで開かれる¶金属中の磁気的不純物 ガ1ニ関す る会議に
出席す る｡ 会議後約 1ケ月 Orsayに滞在の予虚 /なお,芳田氏はひ
きつづき7月下軌 間テーマで開かれる G-'ordon会議にも出席するo
倉 田 泰 華 氏
45年 4月 1日東北大理学部物理学教室,島木研の助手に就任｡
長 岡 洋 介 氏
dt月 4- 8日I. ConferenceEurophys (SwitBerland)出席しLf:Itん
後,イギリス･ 1mperial Co11ege･畢 rwellを訪問し･次に,
フランス , A.Blandin･.(Orsay)を訪問した後 . 7月下旬(こ帰国予
定 ｡





プ レプ リン ト案内
〔日大 .理工〕
BA.Note onWidontSHomogeneity Ass月mPもion. (G-.Stell)
cNote onX-Ray Scattering by Argon. I(Dominique Leve-
sque andLoupVerieH
oT1he scattering ofLight.by an El･ecもronMoving in a.
RefralCtive'Medium (I.班.Frarlk)
oFundamental Solution of the LinearBolもzmaniユEquation.
(Er-YungYu)
cFJffect ofa DegenerateNeutrino Sea.onElec七romagneもism.
(J.Rover)
〔東北大 .工 .応物,桂〕
cMelもing.of DNA, (α.W･Lehman and J.P･McTag-1e)
eUltraso.n土Cattenuaもion near themagnetic critical
points. (KyoziKawasaki)
oDynamics of critical flucもua-Lions II.
(KyoziKawasaki,)
oTheory ofdisord-ered もernary alloys.I.The linear
approximaもion. (RaZlaA.Tahir-Kheli)
CRemarkson the orienもational もhermodynamics off∴C.C.
Soユid Ortho-H2･ (Raza A･TaDir-Kheli)
oH土gherrandom phaseapproximations for もhe lsing
model.I. The.2nd-RPA. (Raza A.Tahir-Kheli)
〔東北大∴工 .応理,･広池〕′･
｡A Note onWidom-sHomogeneity Assumption. (O-.Stell)
- 5 4 5 -
プレプ リソ トー案内
cThe 珪Ⅹponential Repulsive Potential II. Tlhird Virial
coefficient. (L.W.Bruch)
〔衷大,久保研〕
cG･eneralized Lee-Yang's Theorem (Taro Asano)
cMagneticExciもation: in Nickel (S.Komur年, A.D,Lowde
and C･G･雪'indsJr)
CBounds for the Isothermal,Adiabatic,and Isolated
Staも-ic Susceptibility コ1ensors (Ralpb 班.Wilcox)
eMagne七ic Properties of Superconductorswith Resonance
Scattering (Kenj.iTakanaka and Fumihiko T'akano)ヽ
CTheorems on the IsingModelwith G･eneral Spin and
phase Transition (Mas?o_SLlZ.uki)
cCoupled Mode of Sound Ⅵith Soft Mode in Displactive-
ty_pe Ferroelectrics (K.Tani and M.一71a瓦や町 ra)
oAnomalouS Behavior of Sound near the Critical Point
土n theHe土senberg Ferro-and Anも土feTrOmagnets
Wi七h Uniaxial Anisotropy (K.Tani and 班.Take一
皿ura)
cContributions from theResearch Group on Atoms and
MolecL11es,No･ 5 (Research Group 叩.､Atoms and
Noleoules)
CQuantum Theory ofTransport in Narrow Channels
(C.a.Duke)
oPhonon-Quasiparticle Interactions il Dilute Soluti-
ons ofHe5in Superfluid He4 IH .Atterluation of
First Sound above 0.20K (a.Baym, W.F.Saam,
and C｡盲;bner)
oKinetic-TheoreticalApproach to the Flue;tuations in




cStaもisticalLtiechanics A Review ofSelected Rigo二rOuS
､
Results (J･?･Lebowitz)
oPri･tical Soユuti~〇･nBehavilor in 丘 BinaTyMix.七uredf
GaussianMol､ecule3∴II. (a.君elfand, F.H.Sti11-
inget,Jr.)
CNuclear SpinRelaxation inBeryllium Metal
(H.Allouland 了C.Froidevaux)
cLec七uresonNew G･reenFuiユCtionTechniques in Quantum
Many-Body Theory (M.A.Bhagavan)
oNeW Echd Phenomena in Superconductorsand inNormal
Metals (冒.玖110711and C.Froidevaux)
cTimeDependent Susceptibility andNeutron Scattering
Crqss-Section ofもhe IsingModelwith G-eneral
spin (J.W.Essam,and H.Garelick)
oA Continuum Approach to the Tlheory of_Ela.sticWaves
inHeterogeneousMaもerials (捕.Ben-AlnOZ;)








oKlausTDieter SchoもIe 宜quivalence betweenNagaokaS
～
and Suhls Tre.atment of the~KondoHamiltonianwith
lncltlSion ofNormal Scattering
-547-
編 集 後 記
2月に行われた研究会の報告が 7月号に掲載 される事態 とな りました尊を
深 くおわびいたします｡研究会報告は研究会出席者の義務 として即刻報告す
べ きものであり,大多数の出席者の徹尽力に も拘 らず今 日まで遅延いたしま
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購 読 規 定
個 人 購 読
1､会 費 当会･の会 費 は前 納 制 を とっ て い ます｡ した が っ て
3月末 まで に な る だ け (1年 間分 会 費 を御 支 払 い下 さ い｡
なお新 規 購 読 の場 合 は下 記 の会 費 以 外 に入会 金 と して ､
100 円 お支 払 い下 さ い｡
♯ l年 間 の 会 費
1岳tvolume 960 円
2nd volume 9 6 0 円
計 1,920 円
(1年 分 ま とめ て お支 払 い が困難 の 向 きはlvolult℃ 分 ず
つ で も結 構 です｡)
2. 支 払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上御 納 入下
さい｡
なお通 イ言4閥に送 金･内容 を必 ず 明言己して下 さ い｡
3. 雑 誌 購 言売者 以 外 の代 理 人 が購二言売料 を送 金 され る場 合 ､必 ず詳
言先着 本 人の 名前 を明言己して下 さい｡
4. 誌 代 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の 原 則 として は ､正 当 な理 由 な
く 2Vol.以上 の誌汁宅をラ帯幕内され た場 合 には ､送 本 をイ亭止 す る こ
とに な っ て い ます の で御 留 意 下 さい｡
5. - 括 送 本 を受｢け る場 合 :個 人購 読 中 に大 学 等 で一 括 配布 を受
け る様 に な っ た場 合 は､必 ず ｢個 人購 読 中止 ､一 括 配布 希 望 ｣
の通 套ロを して下 さいO 逆 の場 合･も同様 ですO
6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 送 本 先 が変 っ た場
合 は ､必 ず送 本 先変 更 届 を提 出 して下 さい｡
学1変､研 究 所 等 可幾関購 読
1. 会 費 :学校 ･石井究 所 等 での購 言売及 び個 人 で あ っ て も公費払 い
の と きは機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 1Vol.1,800円 です
この場 合 ､ 入会 金 は不 要 です｡ 学校 ､研 究 所 の会 費 の支 払 い は
後 払 い で も結 構 です｡ しか し購 言売申込 み を され る時 に支 払 い に
必 要 な請 求 見積 ､納 品書 各イ可通 必 要 なの か をお知 らせ下 さ い｡
なお ､ 当会 の請求 書 類 で は支 払 い が で きな い様 で した ら､貴校
貴研 究 機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さい｡
2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volume の購読 途 中
中 止 は認 め られ ませ ん｡ 購 読 中止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ
らい に 中止 時 期 を明記 して ｢購 読 中止 届 ｣を送 付 して下 さい｡
昭和42年 11月14日 算四種郵便物認可
昭和43年7月20日発行 (毎月1回20日発行)
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